
Show-a通信 2010.11

創刊号

医療法人彰和会の「彰和（Showa）」と明らかにするという意味の「Show」を合わせて、「Show-a通信」としました。
私たちの仕事をお知らせすることで、消化器科領域の最新医療をお伝えします。

北海道消化器科病院は消化器病分野の最先端治療で地域医療に貢献しています。
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副
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長

放射性同位元素（RI）を利用した核医学検査を行う医療
機器。患者さんに投与されたRIから放出されるガンマ線
を多方向から捉え体内分布を画像に再構成することで、ほ
ぼ全身の臓器の機能や病気の状態を調べることができま
す。がんの骨転移を早期に発見することも可能です。

写真／SPECT（スペクト）

創刊挨拶／堀田彰一 理事長・院長
部門紹介／手術室・中央材料室

広報誌
つ う し んし ょ う わ



手
術
後
の
回
復
が
早
い
鏡
視
下
手
術

　

十
数
年
前
ま
で
腹
部
や
胸
部
の
手
術
は
、
患
部
を

直
接
目
で
見
な
が
ら
行
う
た
め
に
切
り
開
く
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
鏡
視
下
手
術
は
、
腹
部
や
胸
部
を
3

〜
12
ミ
リ
切
開
し
、
炭
酸
ガ
ス
を
注
入
し
て
膨
ら
ま

せ
、
さ
ら
に
腹
腔
鏡
や
胸
腔
鏡
と
呼
ば
れ
る
細
長
い

棒
状
の
内
視
鏡
（
カ
メ
ラ
）
と
特
殊
な
医
療
器
具
を

挿
入
し
、
モ
ニ
タ
ー
で
患
部
を
見
な
が
ら
、
患
部

の
切
除
や
摘
出
な
ど
の
外
科
的
治
療
を
行
う
も
の
で

す
。傷
口
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

患
者
さ
ん
の
体
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
で
き
る
大
き

な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
ヘ
ソ
の
み
、
ま
た
は
ヘ
ソ
を
含
む
2

カ
所
の
切
開
で
行
う
最
新
手
技
の
鏡
視
下
手
術
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
鏡
視
下
手
術
は
、
病
気
の
状
態
に
よ
っ
て
適
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

1955年 7月 18日釧路市生まれ（55歳）
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傷
口
を
最
小
限
に
抑
え
る

鏡
視
下
手
術

1981年 3月 北海道大学医学部卒業
1981年 5月 勤医協中央病院麻酔科
1982年 5月 小樽協会病院外科
1983年 5月 室蘭新日鉄病院外科
1984年 5月 北海道大学病院第二外科
1986年 4月 北海道大学附属癌研究施設病理学講座
1987年 3月 米国ハーネマン大学実験病理部門
1989年 4月 北海道消化器科病院外科部長
1994年 4月 同 副院長

森田 高行 副院長

消化器
Frontier

消
化
器
疾
患
に
対
す
る
外
科
的
治
療
は
、
従
来
、
お
腹
な
ど

を
大
き
く
切
り
開
く
開
腹
手
術
が
主
流
で
し
た
が
、
当
院
で

は
開
腹
を
必
要
と
し
な
い
鏡
視
下
手
術
（
腹
部
の
場
合
は
腹

腔
鏡
下
手
術
）
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
患
者
さ
ん
の
体
へ

の
負
担
軽
減
と
、
よ
り
早
い
回
復
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

腹
腔
鏡
下
手
術
は
全
身
麻
酔
下
で
行
な
わ
れ
、
腹
壁

に
約
3
〜
12
ミ
リ
の
小
切
開
を
数
カ
所
つ
く
り
、
腹

腔
鏡
を
腹
腔
内
に
挿
入
し
、
写
し
だ
さ
れ
た
映
像

を
モ
ニ
タ
ー
で
観
察
し
な
が
ら
挿
入
し
た
医
療
器
具

で
、
胆
の
う
や
胃
、
大
腸
の
患
部
摘
出
を
行
い
ま
す



高
度
な
技
術
を
身
に
つ
け
磨
き
合
う
体
制
作
り

　

鏡
視
下
手
術
は
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
負
担
が
少
な

い
医
療
で
す
が
、
医
師
に
は
熟
練
し
た
高
度
な
技
術

が
要
求
さ
れ
ま
す
。ま
た
、経
験
豊
か
な
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
積
極
的
な
協
力
が
必
要
で
、
決
し
て
簡
単
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
で
は
、
鏡
視
下
手
術
を
安
全
に
行
う
た
め
、

外
科
医
師
の
技
量
を
高
め
る
指
導
体
制
を
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。
手
術
助
手
と
し
て
経
験
を
積
む
ば
か
り

で
は
な
く
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
出
向
い
て

研
修
を
受
け
、
学
会
や
セ
ミ
ナ
ー
で
新
し
い
手
技
・

手
法
や
最
先
端
情
報
を
積
極
的
に
入
手
し
、
常
に
修

練
を
積
ん
で
い
ま
す
。

鏡
視
下
手
術
を
北
海
道
で
初
め
て
導
入

　

フ
ラ
ン
ス
で
1
9
8
7
年
に
誕
生
し
た
鏡
視
下
手

術
が
、
日
本
で
始
ま
っ
た
の
は
1
9
9
0
年
春
。
そ

の
後
、
医
療
機
器
の
進
化
に
伴
い
、
外
科
領
域
に
お

い
て
目
覚
し
い
進
化
と
普
及
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
1
9
9
1
年
に
北
海
道
で
初
め
て
鏡

視
下
手
術
に
着
手
し
、
胆
の
う
摘
出
手
術
を
成
功
さ

せ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
全
身
麻
酔
下
手
術
の
う
ち

約
6
割
が
腹
腔
鏡
下
手
術
で
す
。
内
訳
は
胆
の
う
摘

出
・
大
腸
切
除
・
胃
切
除
・
食
道
切
除
・
虫
垂
切
除
・

肝
切
除
・
膵
切
除
・
腸
閉
塞
手
術
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　

当
院
の
鏡
視
下
手
術
件
数
は
、
道
内
で
は
最
多
で

あ
り
、
全
国
的
に
も
高
い
水
準
を
誇
り
ま
す
。

消
化
器
疾
患
治
療
に
大
変
良
好
な
結
果

　

腹
腔
鏡
下
手
術
に
よ
る
胃
切
除
は
累
積
2
8
0

件
。
胃
の
機
能
を
温
存
す
る
た
め
に
、
切
除
を
最
小

限
に
留
め
る
縮
小
手
術
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
胃
の
代
わ
り
を
小
腸
上
部
の
空
腸
と
呼
ば

れ
る
部
分
で
作
る
パ
ウ
チ
再
建
手
術
も
腹
腔
鏡
下
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

腹
腔
鏡
下
手
術
に
よ
る
大
腸
切
除
の
累
積
は

7
4
0
件
で
、上
部
直
腸
の
進
行
が
ん
に
も
対
応
し
、

開
腹
手
術
と
同
等
の
リ
ン
パ
節
郭
清
も
腹
腔
鏡
下
手

術
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術
は
累
積
3
8
0
0
件
を

数
え
ま
す
が
、
創
感
染
な
ど
の
合
併
症
も
１
%
以
下

と
安
全
性
も
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
根
治
性
を
求
め
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の

体
に
負
担
が
少
な
い
、
胃
や
腸
の
機
能
を
温
存
す
る

手
術
法
を
選
択
し
、
そ
の
技
量
を
高
め
る
努
力
を
重

ね
て
い
ま
す
。
単
純
に
切
除
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
の

で
は
な
く
、「
手
術
後
の
痛
み
や
退
院
後
の
生
活
を

考
慮
し
た
、
責
任
あ
る
専
門
的
な
高
度
医
療
を
提
供

す
べ
き
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

北海道消化器科病院
消化器外科医師

森田 高行 副院長
藤田 美芳 部　長
岡村 圭祐 医　長
山口 晃司 医　長
市村龍之助 医　長
福島 正之 医　長
佐藤 彰記 医　師 

※
写
真
は
胆
石
症
に
対
す
る
単
孔
式
腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術

※
写
真
は
急
性
胆
の
う
炎
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術

鏡視下手術の利点と欠点を考え、患者さんにとって最も良い治療を選択しています

●手術による傷が小さく、回復が早い。
●術後の痛みが、開腹手術より軽減される。
●入院期間の短縮や、早期社会復帰が可能な場合が多い。

●臓器に直接触れずに行う操作が多いので、難易度が高い。
●進行した癌に対しては、行えないことが多い。

腹腔内に挿入する鉗子などの医療器具
は、直径3～ 12ミリが中心（右が鉛筆）

細い棒のようなもの
が腹腔鏡。先端に内
蔵されたカメラが、
腹腔内の映像をモニ
ターに映し出します

鏡視下手術の利点 鏡視下手術の欠点

進
化
す
る
鏡
視
下
手
術

従来は、腹部に小さな切開を3～ 5カ所入れて手術していましたが、最新の手
技は、ヘソの内側に1カ所、またはヘソの内側と合わせて2カ所だけで、胆のう
や胃腸患部の切除や摘出を行います。

従
来
の
鏡
視
下
手
術

最
新
の
鏡
視
下
手
術

小
さ
な
傷
跡
が
数
カ
所
残
り
ま
し
た

ヘ
ソ
の
内
側
の
傷
跡
は
見
え
な
く
な
り
ま
す



広報誌創刊挨拶

部 門 紹 介

　

手
術
室
・
中
央
材
料
室
は
2
階
に
あ

り
、
I
C
U
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。
消

化
器
疾
患
の
外
科
治
療
専
門
の
手
術
室

が
４
部
屋
あ
り
、
2
0
0
9
年
の
手
術

件
数
は
8
3
0
件
。
そ
の
う
ち
鏡
視
下

手
術
は
3
4
4
件
で
す
。

　

手
術
室
に
勤
務
す
る
看
護
師
は
、
手

術
環
境
を
整
え
、
術
前
訪
問
、
術
中
看

護
、
術
後
訪
問
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
手

術
器
具
の
洗
浄
・
点
検
や
滅
菌
、
医
療

よ
う
準
備
を
整
え
、
手
術
展
開
に
応
じ

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
手
術

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
せ
ま
す
。

　

術
後
訪
問
で
は
、
患
者
さ
ん
に
不
快

感
や
痺
れ
な
ど
が
な
い
か
を
確
認
し
、

看
護
の
振
り
返
り
や
評
価
を
行
い
ま

す
。
常
に
安
全
で
安
楽
な
手
術
看
護
を

行
う
た
め
、
知
識
と
技
術
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

市
川
師
長
は「
手
術
室
で
は
外
科
医
・

麻
酔
科
医
・
看
護
師
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

切
。
協
働
作
業
で
あ
る
こ
と
を
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
意
識
し
、
ま
た
、
医
療
安
全

　

当
院
は
1
9
8
8
年
2
月
に
消
化
器
の

単
科
専
門
病
院
と
し
て
開
院
し
、
22
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。「
内
科
・
外
科
・
放
射

線
科
が
一
体
と
な
っ
た
消
化
器
疾
患
の
診

断
・
治
療
」
を
目
指
し
、
職
員
50
人
で
ス

タ
ー
ト
。
消
化
器
科
領
域
の
検
査
や
治
療

に
特
化
し
て
き
た
歴
史
が
、
当
院
の
専
門

性
と
医
療
水
準
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
職
員
数
は
医
師
19
人
を
含
む
約

2
5
0
人
。
各
専
門
職
が
新
し
い
診
断
技

術
や
治
療
法
な
ど
を
身
に
つ
け
、
以
前
は

治
療
が
難
し
か
っ
た
疾
患
も
治
癒
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
こ
う
し
た
最
新
の
医
療

情
報
を
、
年
4
回
発
行
す
る
当
院
広
報
誌

「
S
h
o
w
‐
a
（
し
ょ
う
わ
）
通
信
」
で
、

患
者
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
、
健
康
維
持
や
健
康
回
復
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
誌
「
S
h
o
w
‐
a
通
信
」
は
自

由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

手術室・中央材料室スタッフ／看護師長 市川明美
ほか看護師8人（内視鏡技師1人含む）・中央材料室助手2人

最新医療情報をより多くの皆様へ
お届けするために

北海道消化器科病院理事長・院長 堀田 彰一

材
料
等
の
保
管
・
管
理
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

手
術
室
看
護
師
の
役
割
に
は
、
外

回
り
看
護
と
器
械
出
し
看
護
が
あ
り
ま

す
。
外
回
り
看
護
師
は
手
術
前
日
に
患

者
さ
ん
を
訪
問
し
、
少
し
で
も
安
心
し

て
手
術
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
説
明
し
、

安
全
な
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
情
報

収
集
に
努
め
ま
す
。
器
械
出
し
看
護
師

は
手
術
中
に
使
う
器
械
が
不
足
し
な
い

消
化
器
外
科
手
術
の
専
門
知
識
を
持
つ
看
護
師
が
サ
ポ
ー
ト

当院の理念
皆様一人ひとりの権利を尊重し、良質で安全、かつ最高の医療を提供します。

基本方針
医療法人彰和会北海道消化器科病院は、医療の進歩と共に歩み地域医療に貢献
するために職員一同、以下に掲げる基本方針を遵守します。
　1.専門病院として患者様に最も適切な医療を提供します。 
　2.医療技術の向上を図り、最新の医療を目指します。 
　3.患者様および家族が治療を選択する権利を尊重します。 
　4.安全で快適な医療環境づくりを心がけます。 
　5.医療を通して社会に貢献することに努力します。
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手術室看護師中央材料室助手

鏡視下手術用のモニターが
並ぶ手術室

に
も
注
意
し

な
が
ら
日
々

の
業
務
に
取

り
組
ん
で
い

ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

□設立：1988年2月20日
□住所：札幌市東区本町1条1丁目2番10号
□電話：011‐784‐1811　□FAX：011‐784‐1838
□ホームページ：http://www.hgh.or.jp/
□病床数：211床

消化器内科、腫瘍内科、内科、
消化器外科、外科、肛門外科、
放射線科、麻酔科、病理診断科


